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込
み
合
う
市
民
課
窓
口
○上

と
確
定
申
告
会
場
○右

春
、
三
月
…

た
だ
い
ま
市
役
所
混
雑
中

月
曜
・
金
曜
は
特
に
混
雑

春
、
三
月
・
四
月
は
、
進
学
や

就
職
、
税
金
の
申
告
な
ど
が
重
な

り
、
多
く
の
人
が
市
役
所
や
各
出

張
所
を
訪
れ
る
こ
と
か
ら
、
窓
口

が
非
常
に
混
雑
し
ま
す
。

こ
の
た
め
市
で
は
、
窓
口
が
混

雑
す
る
閉
庁
日
前
後
の
月
曜
日
と

金
曜
日
を
避
け
、
待
ち
時
間
が
比

較
的
短
く
て
済
む
火
曜
日
か
ら
木

曜
日
ま
で
の
利
用
を
呼
び
掛
け
て

い
ま
す
。

□問
市
民
課
�
50
―

６
０
７
５

確
定
申
告
の

受
付
会
場
も
混
雑

申
告
は
お
早
め
に

混
雑
時
は
、
市
役
所
臨

時
駐
車
場
の
ご
利
用
を

期
間
は
3
月
15
日
ま
で

二
月
十
六
日
か
ら
始
ま
っ
た

市
・
県
民
税
の
申
告
や
確
定
申
告

の
受
け
付
け
も
終
盤
を
迎
え
る
た

市
役
所
に
車
で
来
庁
し
た
際
、

駐
車
場
が
混
雑
し
て
い
た
り
、
申

告
な
ど
で
駐
車
が
長
時
間
に
わ
た

る
場
合
な
ど
は
、臨
時
駐
車
場
（
左

図
参
照
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
臨
時
駐
車
場
は
、
今
月

十
五
日
ま
で
の
期
間
で
、
利
用
時

間
は
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後

五
時
二
十
分
ま
で
で
す
。

□問
管
財
課
�
50
―

６
０
６
９

め
、
会
場
は
、
な
お
混
雑
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

申
告
は
早
め
に
済
ま
せ
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

□問
市
民
税
課
�
50
―

６
０
７
３

三
月
・
四
月
は
、
引
っ
越
し
シ

ー
ズ
ン
で
す
。
本
市
で
も
、
こ
の

二
か
月
間
で
転
出
・
転
入
を
す
る

方
が
合
わ
せ
て
三
千
人
を
超
え
ま

す
。

市
外
へ
引
っ
越
し
さ
れ
る
方

は
、
市
民
課
や
各
出
張
所
で
転
出

の
手
続
き
を
行
い
、
新
し
い
住
所

地
に
住
み
始
め
て
か
ら
十
四
日
以

内
に
転
入
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

こ
の
ほ
か
、
転
出
す
る
ま
で
の

間
に
行
う
手
続
き
に
は
、
次
の
こ

と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
ご
注
意
を
。

【
印
か
ん
登
録
を
し
て
い
る
方
】

転
出
（
予
定
）
日
を
も
っ
て
登

録
が
な
く
な
る
た
め
、
印
か
ん
登

録
カ
ー
ド
は
お
返
し
く
だ
さ
い
。

新
住
所
地
で
改
め
て
印
か
ん
登
録

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

□問
市
民
課
�
50
―

６
０
７
５

【
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
方
】

保
険
証
は
お
返
し
く
だ
さ
い
。

ご
家
族
の
一
部
が
転
出
す
る
場
合

も
保
険
証
の
訂
正
が
必
要
で
す
。

□問
国
保
年
金
課
�
50
―

６
０
７

７
（
国
保
）

【
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る

方
】新

住
所
地
で
住
所
変
更
の
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

□問
国
保
年
金
課
�
50
―

６
１
１

０
（
年
金
）

【
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方
】

新
住
所
地
で
「
所
得
証
明
書
」

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
税
制
課
で

児
童
手
当
用
の
「
所
得
証
明
書
」

を
お
取
り
く
だ
さ
い
。
新
住
所
地

で
十
五
日
以
内
に
受
給
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

□問
児
童
家
庭
課
�
50
―

６
０
８
２

【
市
立
の
小
・
中
学
校
に
通
っ

て
い
る
子
ど
も
が
い
る
方
】

学
校
教
育
課
ま
た
は
各
出
張
所

で
交
付
し
て
い
る
「
除
籍
通
知
書
」

を
在
学
中
の
学
校
に
提
出
し
、「
在

学
証
明
書
」
と
「
教
科
書
給
与
証

明
書
」
を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ら
を
持
参
し
、
新
住
所
地
の

教
育
委
員
会
で
入
学
手
続
き
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

□問
学
校
教
育
課
�
50
―

６
１
０
４

【
老
人
医
療
受
給
者
証
を
お
持

ち
の
方
】

受
給
者
証
を
返
却
し
て
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
高
齢
者
支
援
課
へ

□問
高
齢
者
支
援
課
�
50
―

６
０

８
０【

バ
イ
ク
・
軽
自
動
車
を
お
持

ち
の
方
】

１
２
５
㏄
以
下
の
バ
イ
ク
は
、

市
民
税
課
で
廃
車
の
手
続
き
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
１
２
５
㏄
を
超

え
る
バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
は
、
陸

運
支
局
・
軽
自
動
車
検
査
協
会
で

変
更
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
詳
細
は
３
面
参
照

□問
市
民
税
課
�
50
―

６
０
７
３

【
粗
大
ご
み
（
指
定
品
等
）
を

出
す
方
】

有
料
処
分
に
な
り
ま
す
が
、
引
き

取
り
も
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
清

掃
事
務
所
へ
。
ご
み
は
、
ル
ー
ル
を

守
っ
て
搬
出
し
て
く
だ
さ
い
。

□問
清
掃
事
務
所
�
54
―

５
５
０
１

転
出
時
の
主
な
手
続
き

引
っ
越
し
を
す
る
方
は
ご
注
意
を

Ｉ
Ｔ
立
国
の
形
成
を
目
指
し
て

人
を
対
象
に

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
を
開
催

5100
こ
の
講
習
会
は
、
す
べ
て
の
国

民
が
Ｉ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
の

恩
恵
を
受
け
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
が
使
え
る
よ
う
、「
Ｉ
Ｔ
立

国
」
の
形
成
を
目
指
す
国
の
事
業

と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
、
二
十

歳
以
上
の
パ
ソ
コ
ン
の
初
心
者
が

対
象
に
な
り
ま
す
。

本
市
で
も
、
市
内
の
中
学
校
、

高
校
、
大
学
、
公
民
館
な
ど
の
施

設
を
活
用
し
て
、
学
習
意
欲
の
あ

る
パ
ソ
コ
ン
の
初
心
者
で
成
人
の

五
千
百
人
を
対
象
に
「
パ
ソ
コ
ン

の
基
礎
操
作
」
か
ら
「
文
書
の
作

成
」、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」、「
電

子
メ
ー
ル
の
送
受
信
」
を
内
容
と

す
る
講
習
会
を
、
四
月
か
ら
平
成

十
四
年
三
月
ま
で
の
一
年
間
に
限

り
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

講
習
は
、
一
回
三
時
間
、
全
体

で
十
二
時
間
を
予
定
し
、
費
用
は

テ
キ
ス
ト
代
を
除
き
無
料
で
す
。

な
お
、
詳
細
は
「
広
報
な
が
れ

や
ま
四
月
一
日
号
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

□問
企
画
調
整
課
�
50
―

６
０
６

４

第十六回千葉県知事選挙が今月25日に予定されています。
投票時間は、午前７時から午後８時までです。ご自分の
投票所は、今月６日に発送予定の投票所入場整理券でご確
認ください。
「届けよう　熱いハートを一票で」。選挙は、皆さんが政
治に参加する大切な機会です。あなたの一票を大切に。
【不在者投票】
投票日に仕事やレジャーなどで、投票に行けない方は、
不在者投票をご利用ください。
▽期間＝３月８日�～
24日�※土・日曜、祝日
も投票できます▽時間＝
８時30分～20時▽場所＝
市役所１階市民ギャラリ
ー▽持参するもの＝投票
所入場整理券
□問市選挙管理委員会事
務局�50－６１００

大切な一票です　必ず投票しましょう

3月25日 ¶千葉県知事選挙（予定）
第
30
回
観
光
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

お
待
ち
し
て
ま
す
。
あ
な
た
の
作
品

市
観
光
協
会
で
は
「
第
三
十
回

観
光
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
写
真

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

三
十
回
目
を
記
念
し
て
、
姉
妹
都

市
（
相
馬
市
・
信
濃
町
）
も
テ
ー

マ
に
追
加
。

一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
な
ど
本
格
的

な
も
の
で
は
な
く
、
コ
ン
パ
ク
ト

カ
メ
ラ
や
レ
ン
ズ
付
フ
ィ
ル
ム
で

撮
影
し
た
も
の
で
も
Ｏ
Ｋ
。
お
気

軽
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▽
テ
ー
マ
＝
①
「
わ
が
ま
ち
流

山
」
…
自
作
品
で
未
発
表
の
も
の

②
「
姉
妹
都
市
（
相
馬
市
・
信
濃

町
）
を
訪
ね
て
」
…
平
成
12
年
７

月
以
降
に
撮
影
し
た
も
の
で
、
自

作
品
の
未
発
表
の
も
の
※
い
ず
れ

も
被
写
体
は
自
由
と
し
、
写
真
技

術
は
問
い
ま
せ
ん
▽
応
募
規
格
＝

カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
（
２
Ｌ
〜
４
ツ

切
り
判
）
▽
応
募
締
切
＝
平
成
13

年
６
月
29
日
（
必
着
）
▽
応
募
方

法
＝
所
定
の
応
募
票
（
商
工
課
で

配
布
）
ま
た
は
自
作
の
応
募
票
に

題
名
、
撮
影
場
所
・
日
時
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記

し
て
応
募
作
品
の
裏
面
に
張
り
〒

２
７
０
―

０
１
９
２
流
山
市
役
所

商
工
課
内
・
観
光
協
会
事
務
局
へ

※
１
人
３
点
ま
で
応
募
可

□問
商
工
課
�
50
―

６
０
８
５

平
成
十
三
年
第
一
回
定
例
市

議
会
が
、
二
月
二
十
二
日
に
開

会
し
ま
し
た
。
会
期
は
今
月
十

六
日
ま
で
の
二
十
三
日
間
。

当
初
提
案
さ
れ
た
議
案
は
、

四
十
四
件
。
そ
の
内
訳
は
、
一

般
会
計
や
特
別
会
計
な
ど
の
予

算
関
係
十
六
件
の
ほ
か
、
市
議

会
政
務
調
査
費
の
交
付
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
な
ど

の
条
例
関
係
そ
の
他
二
十
八
件

で
す
。
詳
し
く
は
次
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

第
１
回
定
例
市
議
会

提
案
さ
れ
た
44
議
案
を
審
議
中

平成13年

臨
時
駐
車
場
位
置
図
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中
高
年
の
学
習
の
場
と
し
て
親

し
ま
れ
て
き
た
「
流
山
市
老
人
大

学
」
の
新
し
い
名
称
が
決
ま
り
ま

し
た
。
昭
和
五
十
一
年
以
来
、
慣

れ
親
し
ん
だ
「
老
人
大
学
」
と
い

う
名
称
を
、
今
の
時
代
に
ふ
さ
わ

し
い
名
称
に
改
め
よ
う
と
、
昨
年

十
二
月
一
日
号
の
広
報
で
新
名
称

を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
二
百
十
三

件
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
公
民
館

運
営
審
議
会
な
ど
が
中
心
に
な
り
審

査
し
た
結
果
、「
悠
々
自
適
」「
優
し

く
祐
け
（
助
け
）
合
う
」「
友
人
と
楽

し
く
遊
ぶ
」
と
い
っ
た
「
ゆ
う
」
の

文
字
を
当
て
は
め
、「
流
山
市
ゆ
う
ゆ

う
大
学
」
と
決
ま
り
ま
し
た
。

今
回
の
名
称
変
更
に
合
わ
せ
、

二
十
一
世
紀
の
到
来
に
ふ
さ
わ

し
く
、
名
称
も
一
新
し
た
「
ゆ
う

ゆ
う
大
学
」
の
新
入
生
を
募
集
し

ま
す
。

開
設
期
間
は
、
こ
と
し
四
月
か

ら
平
成
十
五
年
二
月
ま
で
の
約
二

年
間
。
一
般
教
養
科
目
の
ほ
か
、

水
墨
画
や
俳
句
な
ど
の
専
門
科
目

も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
生
涯
学
習
に
取

り
組
み
「
ゆ
う
ゆ
う
」
と
学
び
、

生
き
が
い
を
見
つ
け
て
み
て
は
い

か
が
で
す
か
。

▽
開
設
期
間
＝
４
月
〜
平
成
15

年
２
月
▽
学
園
名
（
会
場
）
／
定

員
＝
①
中
央
学
園
（
文
化
会
館
�

58
―

３
４
６
２
）
／
60
人
②
北
部

年
間
十
回
だ
っ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

も
十
五
回
に
増
や
す
な
ど
、
高
齢

化
社
会
に
対
応
し
た
生
涯
学
習
の

場
が
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

学
園
（
北
部
公
民
館
�
53
―

０
５

６
７
）
／
80
人
③
東
部
学
園
（
東

部
公
民
館
�
44
―

２
９
８
８
）
／

60
人
④
初
石
学
園
（
初
石
公
民
館

�
54
―

９
１
０
１
）
／
80
人
⑤
南

流
山
学
園
（
南
流
山
セ
ン
タ
ー
�

59
―

４
５
１
１
）
／
60
人
※
応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
▽
対
象
＝

60
歳
以
上
（
昭
和
16
年
４
月
１
日

以
前
生
ま
れ
）
で
２
年
間
継
続
し

て
受
講
で
き
る
市
民
▽
受
講
料
＝

無
料
▽
申
込
方
法
＝
往
復
ハ
ガ
キ

に
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
生

年
月
日
（
年
齢
）、
性
別
、
電
話
番

号
、
老
人
大
学
へ
の
入
学
経
験
の

有
無
（
有
り
の
方
は
、
在
籍
学
園

名
・
在
籍
期
間
）、
入
学
希
望
学
園

名
を
明
記
し
、
３
月
15
日
（
必
着
）

ま
で
に
〒
２
７
０
―

０
１
７
６
流

山
市
加
１
―

16
―

２
流
山
市
文
化

会
館
へ
※
重
複
申
し
込
み
お
よ
び

県
生
涯
大
学
校
に
在
籍
・
入
学
予

定
の
方
の
申
し
込
み
は
不
可
▽
そ

の
他
＝
市
ゆ
う
ゆ
う
大
学
の
案
内

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
各
学
園
で
配
布

□問
各
公
民
館
お
よ
び
南
流
山
セ

ン
タ
ー

母
子
・
父
子
家
庭
の
児
童
・
生

徒
を
対
象
に
支
給
す
る
「
入
学
お

よ
び
就
職
祝
金
」
の
申
請
を
、
き

ょ
う
一
日
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

祝
金
は
、
こ
と
し
四
月
か
ら
小

学
校
や
中
学
校
、
高
等
学
校
（
専

門
学
校
を
含
む
）
に
入
学
す
る
児

童
、
生
徒
、
ま
た
は
三
月
に
中
学

校
を
卒
業
し
て
四
月
か
ら
就
職
す

る
生
徒
の
い
る
母
子
・
父
子
家
庭

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
た
だ
し
、
三
月
一
日
現
在
、

住
民
基
本
台
帳
ま
た
は
外
国
人
登

録
原
票
に
登
録
さ
れ
、
引
き
続
き

市
内
に
住
む
世
帯
が
対
象

【
対
象
お
よ
び
支
給
額
】

①
こ
と
し
四
月
に
小
・
中
学
校

へ
入
学
す
る
児
童
・
生
徒
…
一
人

に
つ
き
七
千
円

②
こ
と
し
四
月
に
高
等
学
校

（
専
門
学
校
を
含
む
）
へ
入
学
す
る

生
徒
お
よ
び
三
月
に
中
学
校
を
卒

業
後
、
就
職
す
る
生
徒
…
一
人
に

つ
き
八
千
円

【
申
込
方
法
】

養
育
者
の
預
金
通
帳
お
よ
び
印

か
ん
、
合
格
（
内
定
）
通
知
や
就

職
予
定
先
の
証
明
書
を
持
参
し
、

三
月
十
二
日
ま
で
に
児
童
家
庭
課

へ
□問
児
童
家
庭
課
�
50
―
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先
月
七
日
か
ら
十
三
日
ま
で
、

市
役
所
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、
心

身
に
障
害
の
あ
る
方
の
福
祉
作
業

所
「
さ
つ
き
園
」
の
皆
さ
ん
の
作

品
展
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
さ
つ
き
園
」
で
は
、
毎
月
一

回
、
園
生
の
心
の
表
現
と
余
暇
の

活
動
を
広
げ
る
た
め
、
華
道
と
書

道
の
教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。
園

生
の
腕
も
上
が
り
、
そ
の
作
品
の

魅
力
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
見
て
い

た
だ
く
こ
と
で
、
今
後
の
活
動
の

励
み
に
し
た
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、

今
回
の
作
品
展
を
開
催
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

期
間
中
は
、
生
け
花
二
十
二
点
、

書
道
十
二
点
が
展
示
さ
れ
、
訪
れ

た
市
民
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ

ま
し
た
。

市
で
は
、
高
齢
者
に
と
っ
て

大
き
な
負
担
に
な
る
介
護
保
険

の
利
用
料
を
軽
減
す
る
た
め
、

利
用
料
全
額
を
い
っ
た
ん
本
人

が
負
担
し
、
三
か
月
後
に
償
還

払
い
と
な
る
「
高
額
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
」
を
は
じ
め
、「
保
険
給

付
費
」
の
範
囲
内
で
の
九
割
負

担
の
資
金
を
貸
し
付
け
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
介
護
保
険
の

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
方
な
ら

ど
な
た
で
も
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
一
時
的
な
負
担
が

大
き
い
た
め
に
、
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
を
手
控
え
て
し
ま
う
と
い

っ
た
低
所
得
の
方
な
ど
も
、
原

則
一
割
負
担
で
あ
ら
ゆ
る
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
が
、
さ
ら
に
拡
大
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
貸
し
付
け
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
方
】

①
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の

支
給
を
受
け
る
方
②
住
宅
改
修

費
の
支
給
を
受
け
る
方
③
福
祉

用
具
購
入
費
の
支
給
を
受
け
る

方
④
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
が
間
に

合
わ
な
い
こ
と
に
よ
り
償
還
払

い
と
な
る
方

【
貸
し
付
け
の
手
続
き
】

①
貸
し
付
け
を
受
け
よ
う
と

す
る
方
は
、
貸
付
申
請
書
（
高

額
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
資
金
貸
付

申
請
書
）
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
に
関
す
る
請
求
書
ま
た
は
領

収
書
の
写
し
等
を
添
え
、
介
護
支

援
課
に
提
出
②
市
か
ら
、
貸
し
付

け
の
決
定
通
知
書
を
受
け
取
り
、

貸
付
請
求
書
・
借
用
書
・
受
領
に

関
す
る
委
任
状
を
提
出

※
以
上
に
よ
り
貸
し
付
け
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
貸
付
金
の
償
還
は
、

保
険
給
付
費
の
支
給
時
に
貸
付
金

債
権
と
相
殺
さ
れ
ま
す
の
で
手
続

き
は
不
要
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ

を
□問
介
護
支
援
課
�
50
―
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図書館の運営にボランティアとして参
加してみませんか。
本が大好きで、図書館の運営に関心の
ある方を対象に「図書館ボランティア養

先月行われた第16期生の卒業式

ギャラリーを飾る力作
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往
復
ハ
ガ
キ
で

今
月
15
日
ま
で
に

申
し
込
み
を

成講座」を今月10日から開きます。
図書館でのボランティア活動は、子ども向け絵本の読み聞かせや本
の整理、利用者の心を和ませるための花の世話など、ほかにもいろい
ろあります。現在、市の図書館では「栞（しおり）」というボランテ
ィアグループの皆さんが自主的に活動しています。この講座を受講し
た後は、「栞」のメンバーの一員として、ボランティア活動に参加し
ていただく予定です。
▽期日＝３月10日・17日・24日の土曜（全３回）▽時間＝いずれも
13時30分～15時30分▽場所＝市立中央図書館▽対象／定員＝図書館ボ

高校へ進学するが学費の支払いが

困難という生徒のために、「育英資金

給付制度」を設けています。

対象となるのは、①市内に１年以

上住んでいる②高校入学者または在

学者である③学力優秀で卒業の見込

みがある④学費の支払いが困難であ

る⑤他の育英資金を受けていない⑥

在校している学校長の推薦がある⑦

身元保証人が2人いる方です。

給付金額は、公立高校生が月額8,500

円、私立高校生が月額10,000円です。

受け付けは、きょう１日から３月30

日までに教育総務課へ

□問教育総務課�50－６１０３

多くの市民の方々に博物館を利用

していただこうと、４月１日から第

２展示室を無料で貸し出します。

展示室は、絵画・書・工芸・生け

花などの展示のほか、博物館の目的

にかなった展示であればすべて利用

可能です。

利用申し込みは、90日前からでき、

個人または団体で14日間を限度に利

用できます。

さあ、皆さんもこの機会に、日ご

ろの成果を披露してみてはいかがで

すか。詳細は問い合わせを。

□問市立博物館�59－３４３４

図書館ボランティア

養成講座

入
学
・
就
職

祝
金
を
支
給

母
子
・
父
子
家
庭
の
子
ど
も
を
対
象
に

高校進学の育英資金
受け付けは3月30日まで

博物館
展示室の無料
貸し出し

4月1日からスタート
～きょうから受け付け～

老
人
大
学
の
新
し
い
名
称
は

〜
新
入
生
を
き
ょ
う
か
ら
募
集
〜

「
ゆ
う
ゆ
う
大
学
」に
決
定

「
ゆ
う
ゆ
う
大
学
」に
決
定

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
等
の

貸
付
制
度
の
ご
利
用
を

住

宅

改

修

福
祉
用
具
購
入
で
も
利
用
可

介護保険
園
生
の
心
を
表
現

〜
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
展
示
会
〜

さつき園

ランティアに関心がある市内在
住・在勤・在学者で、全３回受
講できる方／30人（先着順）▽
内容＝「生涯学習とボランティ
ア」「公共図書館について」「図
書館ボランティアの実際」▽参
加費＝無料▽申し込み＝電話で
森の図書館へ
□問森の図書館�52－３２００

ボランティアの方の紙芝居に
見入る子どもたち



（３） 平成13年３月１日（木曜日） 第９８９号

相　　談 日　　　　　時 場　　　所 問い合わせ 

市 民 相 談  市 民 相 談 室  

消 費 生 活センター  

家 庭 児 童 相 談 室  

障 害 者 支 援 課  

ケ ア セ ン タ ー  

ケ ア セ ン タ ー  

つ ば さ 学 園  

教 育 研 究 室  

平和台保育所�58-1435／江戸川台保育所 
�52-0648／向小金保育所�74-8853

初 石 公 民 館  
南 流 山 セ ン タ ー  

勤 労 者 総 合 福 祉  
セ ン タ ー  

青少年指導センター 

法 律 相 談  

合 同 相 談  

不 動 産 相 談  

登 記 相 談  

市 政 相 談  

消費生活苦情相談 

子供悩みごと相談 

福祉住宅改善相談 

子 育 て 電 話 相 談  

心 配 ご と 相 談  

教 育 相 談  

青 少 年 相 談  

発 達 相 談  

酒 害 相 談  

悩 み ご と 相 談  
（ 人 権 ・ 行 政 ）  

高 年 齢 者 職 業 ・  
パ ー ト 相 談  

幼 児 こ と ば の  
相 談 室  

13：00～16：00

９：00～17：00

9：30～16：00毎週月～金曜 

10：00～16：00毎週月～金曜 

９：00～16：00毎週月～金曜 

９：00～16：00毎週火～金曜 

10：00～15：00毎週水曜 

９：00～16：30毎週月～金曜 

９：00～16：00毎週月～金曜 

９：00～16：00毎週月～金曜 

18：00～21：00毎月第４金曜 

９：30～16：30毎週月～金曜 

９：00～11：30毎週土曜 

10：00～16：00

毎週月～金曜 

〃 〃 

〃 

〃 

〃 

同相談室 
�58-1616

同センター 
�58-0999

�50-6081

同相談室 
�58-4144

同センター相談室 
�55-5885

同センター相談室 
�58-7830

同学園 

年 金 相 談  

�54-4822

�50-6081

�50-6079

社会福祉協議会 

指導課 

障害者支援課 

社会福祉課 

�59-4735

�50-6105

障害者支援課 

交 通 事 故 相 談  

毎週火・木曜 

13：00～17：00毎月第１水曜 
※要電話予約 税 務 相 談  

外 国 人 相 談  13：00～16：00毎月第４水曜 〃 

〃 

※予約は1週間前までに 

子育て支援センターゆうゆう�44-7926育 児 相 談  9：30～16：30毎週月～金曜 

８：30～17：00毎週月～金曜 

10：00～15：00毎月第３水曜 

毎週土・日曜 

※要電話予約 

毎月第３月曜 
※要電話予約 

10：00～15：00

江 戸 川 台 福祉会館  

向 小 金 福 祉 会 館  13：00～16：00毎月第２日曜 

〃 10：00～15：00毎週火曜 
20日は除く※要電話予約 

20日は除く※要電話予約 

今月は開催しません 

24・25日を除く 

今月は開催しません 

市 民 相 談 室  

今月は開催しません 

市 民 相 談 室  

〃 

�50-6110
国保年金課 

〃 

〃 

〃 

〃 

ポリオ（乳幼児）の予防接種

内　　容 期日・受付時間 場　　　所 備　　　考 

ハローベイビー 保健センター  

南流山センター 

妊娠5～8か月の妊婦および夫対象。母子健康
手帳、筆記用具を持参。運動しやすい服装で。
※9日からの参加者は5日までに申し込みを 

も ぐもぐ教室  13日　10：15～10：30
4～5か月児対象。母子健康手帳、器とスプ
ーンを持参。※定員20人先着順・要予約 

３ か 月 児  
健 康 診 査  

カ ム カ ム  

19日・21日 
　　　12：45～13：45 保健センター  平成12年11月生まれの乳児対象 

1 歳 6 か 月 児  
健 康 診 査  

13日・14日 
　　　12：45～13：45

12：30～12：50

保健センター  

6日・7日　12：45～13：45 保健センター  

乳幼児健康相談 

3歳児健康診査 

28日　13：00～14：00 保健センター  

平成11年8月生まれの幼児対象 

平成９年12月生まれの幼児対象 
発育などに心配のある乳幼児対象。母子健
康手帳を持参※要予約 

28日　13：00～14：00

15日　９：30～10：30

発達などに心配のある乳幼児対象。母子健
康手帳を持参※要予約 

育 児 相 談  

発 達 相 談  

１歳未満の乳児対象。育児・健康相談。母
子健康手帳を持参 すくすく健康相談 

0歳～就学前児対象。母子健康手帳を持参 

むし歯予防教室 
5日・12日・27日 
※時間は申し込み者
に個人通知 

26日※時間は申し込
み者に個人通知 

保健センター  
2歳2か月児対象（27日は1・2回参加済みの幼
児対象）。1歳6か月児健康診査時に申し込みを 

食 事 相 談  保健センター  生活習慣病などの食事指導を受けたい方対象。食事調査あり。15日までに申し込みを 

成人健康相談  
年齢・性別など不問。血圧測定や健康上の相談、
軽体操など。健康手帳・検診記録カードを持って
いる方は持参 

リハビリ教室  

月曜コース 
5日・12日・19日・26日 

7日・14日・21日 

10：00～ 
水曜コース 

10：00～ 

保健センター  

保健センター  

疾病、加齢等により心身の機能が低下している
方（介護保険認定外者等）を対象に、日常生活
動作訓練等を実施※事前に問い合わせを 

療 育 相 談  22日　13：00～14：00 柏 保 健 所  整形外科的な心配のある18歳未満の子ども対象。母子健康手帳を持参 

発 達 相 談  22日　13：00～14：00 柏 保 健 所  
首が座らない、歩かないなど発達の遅れが心配
な0～1歳児対象。母子健康手帳を持参※要予
約 

心の健康相談  2日・9日・16日・23日 14：00～16：00
柏 保 健 所  精神病や精神神経症など、心の病で悩んでいる方対象。医師による相談は要予約 

保健センター  

27日　10：00～15：00 赤城福祉会館  
22日　10：00～15：00 向小金福祉会館 

つ ば さ 学 園  

保健センター  

9～12か月児対象。子どもの歯と食生活について。歯
ブラシ、おしぼりを持参。定員15組※先着順・要予約 

2日・9日・16日・23日 

※9日は９：45～10：00

キ ッ ズ  

 

15日　９：30～11：30

保健センター  16日  　9：45～10：00
15日　10：15～10：30 保健センター  

23日　９：30～10：30
27日　９：30～10：30

南流山福祉会館 
向小金福祉会館 

相談あんない

保健あんない〈 〉保健センター
�54－0331

〈 〉柏 保 健 所
�67－1255

※期日・受付時間欄に　　　　印のあるものは今月は開催しません。転入者などで個人通知が届
かない場合は保健センターへ問い合わせを

休 日 の
救急医療

▽受付時間は、
9時～11時30分、13
時～16時30分（歯
科は11時30分ま
で）＝休日診療所
�55－3456
▽夜間は、市内

の医療機関が当番
制で診療。当番医
はあらかじめ市消
防本部�58－0119
で確認を

▽対象＝生後３か月～７歳半未満児▽申し込み＝
母子健康手帳、予診票（会場にも用意）を持参し、
直接会場へ※内臓に疾患がある場合には接種を受
けられないこともあります。事前に確認を
□問保健センター�54－０３３１

平成13年度の成人老人健（検）診の受診申し込
みや実施方法等については、広報ながれやま４月
１日号および４月下旬に行政連絡員を通じて各家
庭に配布予定の保健だよりでお知らせします。
□問保健センター�54－０３３１

我孫子市・沼南町 野 田 市

13年度の成人老人健（検）診

会　　　場

保健センター

文　化　会　館

南流山センター

東 部 公 民 館

期　　日

4月2日�、5日�、9日�

4月6日�

4月4日�、10日�

4月3日�

受付時間

1 3時1 5分～

1 4時1 5分

今
月
十
八
日
に
一
茶
双
樹
記
念

館
で
「
童
謡
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開

き
ま
す
。
早
春
の
情
緒
あ
ふ
れ
る

一
茶
双
樹
記
念
館
で
、
心
温
ま
る

童
謡
を
聴
き
な
が
ら
、
懐
か
し
い

昔
の
思
い
出
に
浸
っ
て
み
て
は
い

か
が
で
す
か
。

▽
日
時
＝
３
月
18
日
�
14
時
〜

▽
場
所
＝
一
茶
双
樹
記
念
館
▽
テ

ー
マ
／
曲
目
＝
春
色
に
と
き
め
く

季
節
（
こ
ろ
）
／
叱
ら
れ
て
、
か

ら
た
ち
の
花
、
ま
り
と
殿
様
、
み

か
ん
の
花
咲
く
丘
ほ
か
▽
定
員
＝

50
人
（
先
着
順
）
▽
入
場
料
＝
無

料
▽
出
演
＝
熊
坂
牧
子
、
岸
本
伸

子
▽
申
し
込
み
＝
電
話
で
一
茶
双

樹
記
念
館
へ

□問
一
茶
双
樹
記
念
館
�
50
―

５

７
５
０

18
日
に
童
謡
コ
ン
サ
ー
ト

〜
申
し
込
み
は
お
早
め
に
〜

一
茶
双
樹
記
念
館

忘れていると税金がかかります

原付バイクなどの
廃車手続き

3月中に手続きを…

原
動
機
付
き
自
転
車
や
小
型
特

殊
自
動
車
な
ど
を
人
に
譲
っ
た
り
、

処
分
し
た
り
、
盗
難
に
あ
っ
た
り

し
た
場
合
は
、
名
義
変
更
や
廃
車

の
手
続
き
を
し
な
い
と
い
つ
ま
で

も
「
軽
自
動
車
税
」
が
課
税
さ
れ

ま
す
。
流
山
市
ナ
ン
バ
ー
の
廃
車

の
手
続
き
に
は
①
ナ
ン
バ
ー
プ
レ

ー
ト
②
標
識
交
付
証
明
書
③
印
か

ん
が
必
要
で
す
。

【
手
続
き
・
問
い
合
わ
せ
】

▽
流
山
市
ナ
ン
バ
ー
の
バ
イ
ク

な
ど
（
１
２
５
㏄
ま
で
の
バ
イ

ク
・
小
型
特
殊
自
動
車
）
＝
市
役

所
市
民
税
課
�
50
―

６
０
７
３
▽

１
２
５
㏄
を
超
え
る
バ
イ
ク
＝
千

葉
陸
運
支
局
野
田
自
動
車
検
査
登

録
事
務
所
�
21
―

０
１
１
１
▽
軽

四
輪
自
動
車
＝
軽
自
動
車
検
査
協

会
千
葉
事
務
所
野
田
支
所
�
20
―

２
０
２
０
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わ
た
し
た
ち
の
周
り
に
は
、
た

く
さ
ん
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
あ

ふ
れ
て
い
ま
す
。
販
売
方
法
も
、

電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で

商
品
の
申
し
込
み
が
で
き
た
り
、

高
額
な
も
の
も
ロ
ー
ン
を
利
用
し

て
購
入
が
で
き
た
り
と
、
商
品
の

取
り
引
き
が
便
利
で
簡
単
に
行
え

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
一
方
で
は
悪
質
商
法
に
よ

る
ト
ラ
ブ
ル
も
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
ト
ラ
ブ
ル
を
避

け
る
た
め
、
わ
た
し
た
ち
消
費
者

も
契
約
の
ル
ー
ル
や
悪
質
商
法
に

つ
い
て
、
よ
く
知
っ
て
お
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

「
も
う
か
り
ま
す
よ
」「
健
康
の

た
め
に
」
な
ど
と
、
も
う
け
話
や

美
容
、
健
康
の
話
題
と
い
っ
た
、

わ
た
し
た
ち
の
興
味
や
関
心
を
引

き
そ
う
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
売

り
物
に
し
た
悪
質
商
法
の
被
害
に

関
す
る
相
談
が
年
々
増
え
て
い
ま

す
。悪

質
商
法
の
販
売
員
は
、
販
売

目
的
を
隠
し
て
消
費
者
に
近
づ
い

た
り
、
巧
み
な
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク

で
惑
わ
せ
た
り
、
錯
覚
す
る
よ
う

な
広
告
な
ど
で
契
約
を
さ
せ
た
り

し
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
悪
質
商
法
の
手
口

の
う
ち
で
、
特
に
被
害
件
数
が
多

く
、
注
意
し
た
い
も
の
を
右
表
に

ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
悪
質
商
法

か
ら
身
を
守
る
た
め
、
①
う
っ
か

り
誘
い
に
は
応
じ
な
い
②
う
ま
い

話
に
は
の
ら
な
い
③
う
か
つ
に
署

名
・
な
つ
印
し
な
い
④
疑
わ
し
い

と
思
っ
た
ら
、
は
っ
き
り
断
る
⑤

し
つ
こ
く
請
求
さ
れ
て
も
納
得
で

き
な
い
お
金
は
払
わ
な
い

―
な

ど
の
こ
と
に
も
日
ご
ろ
か
ら
心
が

け
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

マルチ（連鎖販売）取引・マルチまがい商法

販売組織の会員となり、自分が新たな会員を

増やすごとに、マージンが入るネズミ講に似た

組織的販売法
キャッチセ－ルス

駅や路上でアンケ－ト調査と称して近づき、

強引な商品売り込みで契約を結びます
アポイントメントセ－ルス

「当選した」などと呼び出して、言葉巧みに

商品やサービスの契約をさせます
点検商法

点検に来たと訪問し、「床下に白アリがいる」

などとだまして商品を売りつけます
内職商法

「ホームページを作って自宅収入」「技術を身に

つけて高収入」などと勧誘し、材料や機材を売

りつけたり、多額の受講料を取ったりします
ＳＦ（催眠）商法

日用雑貨をタダで配り、会場を興奮状態に陥

れ、最終的に高額の商品を売りつけます

代表的な悪質商法

平成13年～野田の～観光写
真コンクール
▽テーマ＝野田市のイメー
ジアップにふさわしいもの
（平成13年１月１日から11月15
日までに撮影したもの）▽応
募資格＝野田市内外を問わず、
どなたでも応募可※応募方法
など詳細は問い合わせを
□問野田市観光協会�23－１
０８５

「沼っ子ふれあいフェスタ」
▽日時＝３月18日�10時～
16時※雨天の場合３月20日▽
場所＝手賀大橋▽内容＝スタ
ンプラリー、フリーマーケッ
ト、物産展、よさこいソーラ
ン踊り、遊覧船・手漕ぎボー
ト無料乗船など※詳細は問い
合わせを
□問我孫子市企画調整室�

85－１１１１／沼南町企画課
�91－１１１１
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皆さんの豊かで安全な消費生活のために、消
費生活センターでは、悪質商法などの苦情相談、
商品の品質・機能、サービスに関する問い合わ
せ、消費者啓発などを行っています。お気軽に
ご利用ください。

▽場所＝市役所第２庁舎１階▽受付時間＝９時30分～16時（12時～13時を除く）
□問流山市消費生活センター�58－０９９９

消費に関する相談など
お気軽にご利用を



平成13年３月１日（木曜日） （４）

「
役
所
は
無
駄
が
多
い
の
で
は
…
」「
何
を
や
っ
て
い
る
の
か
わ
か
り
に

く
い
」
│││
残
念
な
が
ら
、
そ
ん
な
声
を
聴
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

一
方
、
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
厳
し
い
社
会
環
境
の
中
、
昨
年
四
月
に
ス

タ
ー
ト
し
た
総
合
計
画
を
実
現
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で

市
で
は
、
新
た
な
行
財
政
運
営
シ
ス
テ
ム
（
C
A
P
21
）
を
導
入
し
、
よ
り

効
率
的
・
効
果
的
で
、
市
民
に
分
か
り
や
す
い
行
財
政
運
営
へ
と
転
換
し
て

い
き
ま
す
。
今
号
で
は
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

先
行
き
不
透
明
な
厳
し
い
財
政

事
情
、
地
方
分
権
の
到
来
、
少
子

高
齢
化
の
進
行
等
、
本
市
を
取
り

巻
く
社
会
環
境
は
、
厳
し
く
、
ま

た
、
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い

ま
す
。

こ
う
し
た
な
か
、
総
合
計
画
で

う
た
っ
て
い
る
将
来
都
市
像
の
実

現
を
目
指
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
う
え
で
、
市
は
限
ら
れ
た
財
源

を
何
に
使
い
、
ど
の
よ
う
な
効
果

が
あ
っ
た
の
か
を
分
か
り
や
す
く

説
明
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

今
回
導
入
す
る
新
行
財
政
運
営

シ
ス
テ
ム
（
Ｃ
Ａ
Ｐ
21
）
は
、
限

ら
れ
た
財
源
を
最
大
限
に
有
効
活

用
す
る
た
め
「
い
く
ら
予
算
を
使

っ
た
か
」
あ
る
い
は
、「
ど
の
程
度

事
業
が
進
ん
だ
か
」
だ
け
で
は
な

く
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
視
点
で

「
ど
の
程
度
、
ま
ち
づ
く
り
や
住
民

サ
ー
ビ
ス
が
向
上
し
た
か
」
を
明

確
に
す
る
も
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
行
政
評
価
（
後

述
）
を
中
心
に
、
誰
も
が
分
か
り

や
す
い
新
た
な
行
財
政
運
営
の
体

系
化
を
目
指
し
ま
す
。

Ｃ
Ａ
Ｐ
21
を
実
現
す
る
た
め
の

手
段
と
し
て
、
三
つ
の
シ
ス
テ
ム

を
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

誰
も
が
分
か
り
や
す
い

新
た
な
行
財
政
運
営
に

CAP21

※この構想・計画は社会経済等の変化に合わせ、必要に応じて見直します

多くの市民の皆さんの参加と協力をいただいて策定した市総合計画が昨

年４月にスタートしました。市総合計画には、平成31年度までの市政運営の

指針が定められており、基本理念に基づき、将来都市像の実現を市民の皆

さんとともに目指します。

平成31年度までの市政運営の指針
流山市総合計画

●まちづくりの基本理念
価値あるまちづくり
「人間の価値」…住んでいる人を知り、「自然の価
値」…住む人の環境に配慮し、人と自然の共存を
図り、「文化の価値」…郷土の歴史を知り、文化の
創造を目指し、開かれた市政のもとに市民と行政
がともに手を取り合って、真の豊かさを実感でき
るまちを創造していきます。

●将来都市像
本市の将来都市像を
『豊かな自然や歴史・
文化を活かし、市民が
真の豊かさを実感でき
るまち「みんなでつく
ろう価値ある流山」』
と定めます。

P21」って何の略？

す新たな行財政運営は、次の3つを柱と

…地方分権の到来に対応できる創造性の

責任）…開かれた市政を築く説明責任の

…市民本位の効率性・満足度の追及

の頭文字をとったものであると同時に、

he  21st  century＝21世紀における行財

取り組み能力」を意味します。

1の実践プラン（案）

するための３つのシステム

システム
合計画進行管理システムの２つの機能を

角度から施策・事業を評価し、その結果

に反映させます。

執行管理をしていきます。

テム
数を算出します。

どう使われているの？

くりって、どのくらい進んでいるの？

っていることって、よくわからない…。

１」を導入し、
ように税金を使ったか」
くらい、まちづくりは進んでいるのか」
くらい、市民サ－ビスが向上したのか」
うなことを、分かりやすく明らかにし

・効果的な分かりやすい市政を目指して
行財政運営システム（CAP

キ ャ パ

21）を導入～

図1



（５） 第９８９号

Ｃ
Ａ
Ｐ
21
の
中
心
と
な
る
の
が

行
政
評
価
で
す
。

行
政
評
価
は
、
ま
ち
づ
く
り
ビ

ジ
ョ
ン
の
目
標
や
達
成
度
の
把
握
、

限
ら
れ
た
財
源
の
有
効
活
用
、
行

政
組
織
の
体
質
改
善
な
ど
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
厳
し
い
財
政
事
情
の
中

で
、
多
様
化
し
て
い
く
住
民
ニ
ー

ズ
に
応
え
て
い
く
新
た
な
手
段
と

し
て
、
国
を
は
じ
め
多
く
の
自
治

体
で
導
入
や
検
討
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

行
政
評
価
の
考
え
方
や
仕
組
み

は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

行
政
評
価
は
、
総
合
計
画
の
施

策
体
系
に
沿
っ
て
実
施
し
ま
す
。

「
政
策
を
実
現
す
る
手
段
と
し

て
施
策
が
あ
る
」
と
の
考
え
に
立

ち
、
政
策
か
ら
事
業
ま
で
の
関
連

を
体
系
化
し
ま
す
（
図
２
参
照
）。

こ
の
体
系
の
中
で
、
改
善
点
を
考

え
、
事
務
事
業
へ
つ
な
げ
て
次
年

度
に
反
映
さ
せ
ま
す
。

市
が
実
施
す
る
施
策
・
事
業
に

対
し
「
誰
を
、
何
を
」
と
い
う
対

象
と
「
ど
の
よ
う
な
状
態
に
し
た

い
の
か
」
と
い
う
意
図
を
明
確
に

し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
施
策
・
事

業
ご
と
に
「
何
が
ど
れ
だ
け
良
く

な
る
」
と
い
う
成
果
指
標
を
作
り
、

達
成
度
を
評
価
し
て
い
き
ま
す

（
図
３
参
照
）。

事
業
ご
と
に
、
前
年
度
の
実
績

や
達
成
度
な
ど
を
評
価
（See

）

し
、
翌
年
度
の
事
業
計
画
に
改

革
・
改
善
点
な
ど
を
反
映
さ
せ

（Plan

）、
実
施
す
る
（D

o

）
一

連
の
作
業
を
サ
イ
ク
ル
化
（
循
環
）

さ
せ
ま
す
（
図
４
参
照
）。

「CAP

21世紀の本市が目指す

します。

①Creative（創造性）…
醸成

②Accountability（説明責
確立

③Performance（成果）
CAPは、この３つ

「The  capacity  of t

政の受け入れ能力・取

CAP21

CAP21を実現

○政策評価・事業評価シ
行政評価システムと総合

持ちます。さまざまな角

を改革案とし総合計画に

○事業別予算システム
事業単位に予算化し、執

○事業別定員管理システ
事業単位に必要な人員数

適
切
な
情
報
分
析
で

限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に

行政評価は
CAP21の中心

施
策
体
系
と評

価

「
行
政
評
価
」

と
は
…

評
価
のサ

イ
ク
ル

目
的
の明

確
化

税金はど

まちづく

市でやっ

「ＣＡＰ２
「どのよ
「どのく
「どのく
このよう
ます。

本市では、市民の皆さんから見た場合

の行政の価値とは、「軽い負担で魅力的な

まちづくりを達成しているか」「負担と受

益バランスがとれているか」「公平・公正

になっているか」と考えます。

行政の価値を高める!

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
全
国
的
な
導
入
状

況
は
、
全
市
区
町
村
の
う
ち
、
約
五
十
四
パ

ー
セ
ン
ト
に
当
た
る
千
七
百
四
十
団
体
が
こ

の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
ま
た
は
検
討
し
て
い
ま

す
。
左
表
の
調
査
の
時
点
で
は
、
本
市
は
検

討
中
に
位
置
し
、
平
成
十
三
年
度
か
ら
、
試

行
中
に
位
置
し
ま
す
。

行政価値 =

全国自治体の動向・導入状況

※「平成12年地方公共団体における行政評価の取組状況」
を基に作成

導入済み 24 51％ 4 33％ 77 2％

13 28％ 2 17％ 94 3％

10 21％ 6 50％ 1,569 49％

試行中

都道府県 指定都市 市区町村

検討中

団体数 構成比 団体数 構成比 団体数 構成比

アンケートにご協力を

問い合わせ

行政管理課�50－6065

より効率的・
～新行

図 2－①　まちのビジョンを達成する施策体系の構造

図 4 評価のサイクル

［例］自転車駐輪場の整備（放置自転車対策）について

全国の市区町村の中でも先進的な取り組み

まちづくり
達成度

税金
＋

受益者負担分

市民の皆さんの視点に立った行政評価を行うため、
４月以降に、市民の皆さんを対象としたアンケート調
査（無作為抽出）を実施します。
対象となった方には、調査票をお送りしますので、
ご協力をお願いします。

図 3「施策」「事業」の目的を明確にする

図 2－②　施策体系で市役所の仕事を評価・報告



平成13年３月１日（木曜日） （６）第９８９号

そ
の
他

展
　
　
　
示

講
座
・
講
演

映
画
・
公
演

大
会
・
試
合

資
格
・
求
人

このコーナーへ情報を掲載したい方は、「広報な

がれやま情報BOX掲載申込書」によりお申し込み

ください。申込書は秘書広報課、各公民館、南流

山センター、各福祉会館、森の図書館、市民総合

体育館にあります。申込書に必要事項を記入し、

直接または郵送で秘書広報課へ（ファックス50－

0111も可）。申し込みが多い場合は、紙面の都合で

掲載できない場合もあります。

【掲載ご希望の方は…】

駒 木 台 児 童 館
�54－４８２１

会　　場 日　程　・　催　し　物

３／10�
江戸川台児童センター
�54－３０２６

向小金児童センター
�73－９３２０

思井児童センター
�59－５６６６

十太夫児童センター
�54－５２５４

野々下児童センター
�45－９５００

赤城児童センター
�58－４５４５

つくってみようネームプ
レート

３／26�
～31�

ドッジボール大会

３／23� マンカラ大会

チャレンジ週間

ドッジボール大会

３／23� ドッジボール大会

３／21�
～28�

作って遊ぼう

会
員
募
集

★
身
体
障
害
者
の
た
め
の
料
理

講
座▽

日
時
＝
３
月
13
日
�
10
時

〜
13
時
▽
場
所
＝
初
石
公
民
館
▽

対
象
／
定
員
＝
市
内
在
住
で
身
体

障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
方
／

20
人
（
先
着
順
）
▽
内
容
＝
さ
く

ら
ご
飯
、
菜
の
花
の
あ
え
物
な
ど

季
節
を
楽
し
む
料
理
▽
参
加
費
＝

７
０
０
円
程
度
▽
持
ち
物
＝
エ
プ

ロ
ン
、
三
角
巾
▽
申
し
込
み
＝
３

月
９
日
ま
で
に
電
話
ま
た
は
フ
ァ

ッ
ク
ス
で
市
身
体
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
へ

□問
市
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
�
55
―

３
６
３
８
�
53
―

３
４

３
７★

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

講
座「

選
択
的
夫
婦
別
姓
」
を
中
心

に
、
家
族
・
夫
婦
を
取
り
巻
く
仕

組
み
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

【
四
季
の
花
々
展
（
１
日
�
〜
７
日
�
）】

「
春
風
」
を
テ
ー
マ
に
市
文
化
協
会
華
道
部
の
作
品
を
展

示
し
ま
す
。

【
一
茶
双
樹
記
念
館
「
日
本
の
美
」
写
真
展
（
27
日
�
〜

４
月
27
日
�
）】

昨
年
十
二
月
に
一
茶
双
樹
記
念
館
「
日
本
の
美
」
撮
影
会

で
撮
っ
た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

□問
社
会
教
育
課
�
50
―

６
１
０
６

児童館・センター
開催時間や申し込み方法などの

詳細は、各児童館・児童センターへ

お問い合わせください

今 月 の 催 し 物

か
。▽

日
時
＝
３
月
17
日
�
14
時

〜
16
時
▽
場
所
＝
北
部
公
民
館
▽

定
員
＝
40
人
（
先
着
順
）
▽
講

師
＝
吉
岡
睦
子
さ
ん
（
弁
護
士
）

▽
テ
ー
マ
＝
変
わ
る
家
族
と
家
族

法
〜
い
ま
問
わ
れ
る
夫
婦
の
絆
〜

▽
申
し
込
み
＝
電
話
で
企
画
調
整

課
へ□問

企
画
調
整
課
�
50
―

６
０
６

４
盆
栽
技
術
講
習
会
（
日
本
盆
栽

協
会
流
山
支
部
主
催
）
＝
３
月
４

日
�
13
時
30
分
〜
16
時
、
文
化

会
館
。
参
加
費
無
料
。
先
着
40
人

□問
藤
川
�
58
―

１
４
７
１

初
心
者
の
た
め
の
詩
吟
無
料
体

験
講
座
（
誠
心
吟
道
会
主
催
）
＝

①
水
曜
コ
ー
ス
…
３
月
７
日
・
14

日
・
21
日
13
時
30
分
〜
15
時
30

分
②
土
曜
コ
ー
ス
…
３
月
３
日
・

17
日
・
24
日
10
時
〜
12
時
。
い

ず
れ
も
江
戸
川
台
東
自
治
会
館
。

電
話
で
申
し
込
み
を
□問
岡
崎
�
52

―

０
８
８
４

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
キ
ル
ト
一
日
無

料
講
習
＝
①
３
月
16
日
�
13
時
〜

17
時
、
文
化
会
館
②
３
月
23
日

�
９
時
30
分
〜
12
時
、
南
流
山

セ
ン
タ
ー
。
材
料
費
な
ど
自
己
負

担
□問
本
間
�
59
―

７
０
７
２

男
の
料
理
教
室（
火
曜
会
主
催
）＝

４
月
〜
６
月
の
第
１
・
３
火
曜
10

時
〜
13
時
、
北
部
公
民
館
。
月
会

費
２
０
０
０
円
、
材
料
費
１
回
５

０
０
円
□問
石
井
�
55
―

０
１
８
４

企
画
展
示
「
縄
文
文
化
の
扉
を

開
く
―
三
内
丸
山
遺
跡
か
ら
縄
文

列
島
へ
―
」

▽
期
間
＝
３
月
20
日
�
〜
５
月

20
日
�
▽
場
所
＝
国
立
歴
史
民
俗

博
物
館
（
佐
倉
市
）
▽
内
容
＝
縄

文
時
代
の
出
土
品
や
模
型
、
パ
ネ

ル
な
ど
の
展
示
▽
入
館
料
＝
４
２

０
円
（
学
生
割
引
あ
り
）
※
詳
細

は
問
い
合
わ
せ
を

□問
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
�
０

４
３
―

４
８
６
―

０
１
２
３

第
16
回
山
採
り
春
蘭
展
示
会

（
流
山
愛
蘭
会
主
催
）
＝
３
月
20

日
�
８
時
〜
16
時
、
西
平
井
自
治

会
館
□問
吉
田
�
58
―

０
３
４
９

市
音
楽
家
協
会
（
文
化
協
会
音

楽
部
）
15
周
年
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
＝
３
月
４
日
�
13
時
30

分
（
開
場
）
〜
、
文
化
会
館
。
入

場
料
２
０
０
０
円
（
全
席
自
由
）。

収
益
金
で
楽
器
を
市
内
福
祉
施
設

に
寄
贈
予
定
□問
熊
坂
�
58
―

０
２

３
８第

７
回
３
Ｏ
Ｎ
３
大
会
（
市
青

少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会
主
催
）

▽
日
時
＝
３
月
25
日
�
９
時

（
受
け
付
け
）
〜
▽
場
所
＝
北
部

中
学
校
体
育
館
▽
対
象
＝
中
・
高

校
生
チ
ー
ム
（
３
〜
５
人
１
組
、

男
女
別
）
▽
定
員
＝
20
チ
ー
ム

（
先
着
順
）
▽
参
加
費
＝
無
料
▽

持
ち
物
＝
タ
オ
ル
、
水
筒
、
体
育

館
履
き
、
運
動
し
や
す
い
服
装
▽

申
し
込
み
＝
３
月
16
日
ま
で
に
電

話
で
青
少
年
課
へ

□問
青
少
年
課
�
50
―

６
１
０
７

第
19
回
流
山
市
空
手
道
大
会
＝

４
月
15
日
�
８
時
30
分
〜
18
時
、

市
総
合
体
育
館
。
参
加
費
２
０
０

０
円
。
３
月
15
日
ま
で
に
申
し
込

み
を
□問
張
ケ
谷
�
58
―

３
９
３
３

★
臨
時
職
員
（
保
健
婦
、
助
産

婦
）
の
募
集

▽
勤
務
内
容
＝
妊
産
婦
お
よ
び

新
生
児
の
い
る
家
庭
に
出
向
い
て

の
保
健
指
導
▽
応
募
資
格
＝
保
健

婦
・
助
産
婦
の
資
格
を
持
っ
て
い

る
60
歳
位
ま
で
の
方
※
詳
細
は
問

い
合
わ
せ
を

□問
保
健
セ
ン
タ
ー
�
54
―

０
３

３
１学

童
保
育
所
の
指
導
員

▽
勤
務
内
容
＝
小
山
小
学
校
お

よ
び
八
木
北
小
学
校
の
１
〜
３
年

生
の
放
課
後
の
保
育
▽
勤
務
地
＝

山
び
こ
ル
ー
ム
（
十
太
夫
）

□問
山
び
こ
ル
ー
ム
�
52
―

２
２

３
１

中小企業金融安定化特別保証制度は平成
13年３月31日で終了となります。年度末は
混雑が予想されますので、余裕を持った日
程で手続き等をしてください。問い合わせ
や相談は、県信用保証協会へ。
□問県信用保証協会東葛飾支所�０４７－
３６５－６０１０

中小企業金融安定化特別保証制度
今月末で終了に

み
ん
な
で
石
け
ん
を
作
ろ
う

（
市
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ス
ク
ラ

ブ
主
催
）

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ス
ク
ラ
ブ

は
、
中
・
高
校
生
を
中
心
と
し
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
、
小
・
中

学
生
を
対
象
と
し
た
ゲ
ー
ム
指
導

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
廃
油
を
使
っ
た
石
け

ん
作
り
。
み
ん
な
で
一
緒
に
楽
し

く
作
り
ま
し
ょ
う
。

▽
日
時
＝
３
月
24
日
�
９
時
30

分
〜
12
時
30
分
▽
場
所
＝
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
▽
対
象
／
定
員
＝

小
・
中
学
生
／
30
人
（
先
着
順
）

▽
参
加
費
＝
無
料
▽
持
ち
物
＝
空

き
牛
乳
パ
ッ
ク
、
手
袋
※
長
袖
・

長
ズ
ボ
ン
で
参
加
を
▽
申
し
込

み
＝
き
ょ
う
１
日
か
ら
電
話
で
青

少
年
課
へ

□問
青
少
年
課
�
50
―

６
１
０
７

介
護
支
援
専
門
員
連
絡
会

介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
）
が
相
互
に
連
絡
を
取

り
合
い
、
よ
り
良
い
介
護
サ
ー
ビ

ス
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
を
目
的

に
連
絡
会
を
作
っ
て
い
ま
す
。
現

在
八
十
八
人
が
加
入
し
て
お
り
、

入
会
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
希
望
者
は
介
護
支
援
課
へ
。

な
お
、
三
月
二
十
一
日
午
後
二

時
か
ら
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
で
開
催
す

る
研
修
会
で
も
入
会
を
受
け
付
け

ま
す
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を
。

□問
介
護
支
援
課
�
50
―

６
１
０

９
暮
ら
し
の
無
料
相
談
（
移
動
相

談
）▽

日
時
＝
３
月
７
日
�
10
時
〜

15
時
▽
場
所
＝
流
山
郵
便
局
▽
相

談
内
容
＝
貯
蓄
、
税
務
※
申
込
方

法
な
ど
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

□問
松
戸
栄
暮
ら
し
の
相
談
セ
ン

タ
ー
�
０
４
７
―

３
６
０
―

６
６

１
２中

途
失
聴
者
・
難
聴
者
の
集
い

（
市
教
委
後
援
）
＝
３
月
23
日
�

13
時
30
分
〜
15
時
30
分
、
Ｙ
Ｏ

Ｍ
Ｉ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

（
東
初
石
）。「
補
聴
器
に
つ
い
て
」

と
手
話
ゲ
ー
ム
。
要
約
筆
記
、
手

話
通
訳
あ
り
□問
長
谷
川
�
55
―

１

６
７
４
（
フ
ァ
ッ
ク
ス
兼
用
）

日　時 ３月７日�10時～15時30分
場　所 江戸川台福祉会館
内　容 福祉会館利用者による歌や踊り

などの発表
※当日は、自由に入場できます
□問江戸川台福祉会館�54－３０２６

今月7日に福祉会館まつり

マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
サ
ー
ク
ル
（
マ

タ
ニ
テ
ィ
ー
体
操
）
＝
毎
週
火
曜

10
時
30
分
〜
11
時
30
分
、
初
石

公
民
館
。
１
回
６
０
０
円
□問
登
�

55
―

７
３
０
１

市
剣
道
連
盟
＝
①
東
支
部
□問
小

久
保
�
45
―

４
８
３
９
②
江
戸
川

台
支
部
□問
池
田
�
52
―

７
８
５
１

③
流
山
支
部
□問
井
上
�
53
―

２
１

６
９
④
鰭
ケ
崎
支
部
□問
山
崎
�
59

―

４
１
３
１
⑤
流
心
館
□問
大
河
原

�
52
―

６
４
８
２
⑥
成
顕
寺
道
場

□問
宮
崎
�
52
―

３
７
１
４
⑦
清
流

館
□問
中
村
�
59
―

５
８
６
９
⑧
流

山
警
察
剣
道
ク
ラ
ブ
□問
大
久
保
�

47
―

０
７
９
６
※
い
ず
れ
も
小
学

生
以
上
対
象

Ｐ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
ク
ラ
ブ
（
卓
球
）
＝

毎
週
水
曜
10
時
〜
13
時
、
市
総

合
体
育
館
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、

月
会
費
２
０
０
０
円
。
女
性
対
象

□問
発
地
（
ほ
っ
ち
）
�
59
―

５
９

２
８少

林
寺
拳
法
流
山
同
好
会
＝
毎

週
火
・
木
曜
19
時
〜
21
時
、
八

木
北
小
体
育
館
。
月
会
費
２
０
０

０
円
□問
石
井
�
54
―

３
７
０
４

土
曜
会
（
編
み
物
）
＝
第
２
・

４
木
曜
10
時
〜
12
時
、
文
化
会

館
。
月
会
費
２
５
０
０
円
□問
青
野

�
58
―

２
２
５
０

初
石
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル

フ
ク
ラ
ブ
＝
毎
週
月
・
木
・
土
曜

10
時
〜
12
時
、
東
初
石
１
丁
目

ふ
れ
あ
い
公
園
□問
吉
規
�
52
―

９

０
６
７

創
作
童
話
か
ざ
ぐ
る
ま
の
会
＝

第
３
水
曜
10
時
〜
12
時
、
北
部

公
民
館
。
年
会
費
２
０
０
０
円
□問

白
木
�
52
―

８
５
７
３

詩
吟
＝
①
北
部
公
民
館
／
毎
週

水
曜
②
清
和
住
宅
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ハ
ウ
ス
／
毎
週
木
曜
③
主
に
平
和

台
福
祉
会
館
／
毎
週
金
曜
④
こ
う

の
す
台
自
治
会
館
／
毎
週
土
曜
。

い
ず
れ
も
13
時
30
分
〜
15
時
30

分
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、
月
会

費
１
５
０
０
円
□問
蒲
生
�
52
―

５

８
７
３
（
17
時
〜
）

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧

こ
の
機
会
に
評
価
額
な
ど
の
確
認
を

【
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
】

平
成
十
三
年
度
の
固
定
資
産
課

税
台
帳
（
土
地
・
家
屋
・
償
却
資

産
）
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

こ
の
縦
覧
は
、
固
定
資
産
税
の

算
定
の
基
礎
と
な
る
、
こ
と
し
一

月
一
日
現
在
の
土
地
・
家
屋
・
償

却
資
産
の
評
価
額
な
ど
を
課
税
前

に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
行
う
も

の
で
す
。

昨
年
中
に
土
地
の
売
買
や
相

続
、
贈
与
な
ど
の
所
有
権
移
転
や

家
を
新
築
・
増
改
築
し
た
場
合

は
、
課
税
根
拠
を
知
る
う
え
で
重

要
で
す
。

【
地
価
下
落
に
伴
う
評
価
額
の

修
正
】

平
成
十
三
年
度
の
評
価
額
に
つ

い
て
は
、
地
価
の
下
落
が
見
ら
れ

る
土
地
（
宅
地
な
ど
）
に
つ
い
て
、

平
成
十
二
年
一
月
一
日
か
ら
平
成

十
二
年
七
月
一
日
ま
で
の
地
価
の

下
落
を
反
映
さ
せ
て
評
価
額
の
修

正
を
行
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
市
内
の
ほ
と
ん
ど
の
土

地
（
宅
地
な
ど
）
は
、
税
額
算
定

の
基
礎
と
な
る
課
税
標
準
額
が
、

評
価
額
に
達
し
て
い
な
い
た
め
、

税
額
は
負
担
調
整
率
に
よ
っ
て
な

だ
ら
か
に
上
昇
し
ま
す
。

こ
と
し
一
月
一
日
現
在
で
流
山

市
内
に
土
地
な
ど
固
定
資
産
を
お

持
ち
の
方
は
、
こ
の
機
会
に
縦
覧

し
て
資
産
の
評
価
額
な
ど
を
お
確

か
め
く
だ
さ
い
。

▽
縦
覧
期
間
＝
３
月
１
日
�
〜

21
日
�
（
土
・
日
曜
、
祝
日
を
除

く
）
▽
縦
覧
時
間
＝
８
時
30
分
〜

17
時
▽
縦
覧
で
き
る
方
＝
①
固
定

資
産
の
所
有
者
②
納
税
管
理
人
③

所
有
者
か
ら
委
任
を
受
け
た
方

（
委
任
状
が
必
要
）
※
い
ず
れ
も

身
分
を
証
明
で
き
る
も
の
が
必
要

□問
資
産
税
課
�
50
―

６
０
７
４

【
子
ど
も
の
日
ス
ペ
シ
ャ

ル
】▽

日
時
＝
４
月
３
日
�
９

時
45
分
〜
14
時
30
分
▽
場

所
＝
市
総
合
体
育
館
▽
内
容

（
対
象
／
申
し
込
み
）
＝
①

午
前
…
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

（
小
学
生
12
組
／
10
人
１
組

と
し
、
電
話
で
野
々
下
児
童

セ
ン
タ
ー
へ
※
先
着
順
）
②

午
後
…
親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び

（
幼
児
／
直
接
、
各
児
童

館
・
セ
ン
タ
ー
へ
）、
遊
び

コ
ー
ナ
ー
（
市
民
／
当
日
直

接
会
場
へ
）
▽
そ
の
他
＝
詳

細
は
各
児
童
館
・
セ
ン
タ
ー

に
問
い
合
わ
せ
を

【
君
も
自
然
博
士
に
な
ろ

う
！
（
江
戸
川
台
・
駒
木

台
・
十
太
夫
児
童
セ
ン
タ
ー

合
同
行
事
）】

▽
日
時
＝
３
月
28
日
�
９

時
45
分
〜
15
時
▽
場
所
＝
東

深
井
地
区
公
園
※
雨
天
時
は

江
戸
川
台
児
童
セ
ン
タ
ー
▽

対
象
／
定
員
＝
小
学
生
／
60

人
（
各
セ
ン
タ
ー
20
人
・
先

着
順
）
▽
持
ち
物
＝
弁
当
▽

申
し
込
み
＝
直
接
、
各
児
童

セ
ン
タ
ー
へ

３／23�

３／22�



（７） 平成13年３月１日（木曜日） 第９８９号
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※必ず住所・氏名（フリガナ）を明記してください

…
。私

の
三
歳
に
な
る
孫
も
公
園
が

大
好
き
で
、
何
度
も
滑
り
台
を
滑

り
下
り
て
遊
ん
で
い
ま
す
。
し
か

し
、
逆
に
上
る
子
も
い
る
。「
あ

っ
、
あ
ぶ
な
い
！
」
と
ひ
や
っ
と

す
る
場
面
も
し
ば
し
ば
。
目
が
離

せ
ま
せ
ん
。
舟
形
ブ
ラ
ン
コ
も
、

座
っ
て
乗
れ
ば
安
全
で
す
が
、
背

も
た
れ
の
上
に
立
ち
あ
が
り
、
支

柱
を
つ
か
ん
で
漕
ぐ
な
ど
、
確
か

に
、
危
い
遊
び
方
を
し
て
い
る
子

も
い
ま
す
。

私
た
ち
も
子
ど
も
の
こ
ろ
、
少

し
く
ら
い
危
険
な
遊
び
道
具
で
な

い
と
面
白
く
な
か
っ
た
も
の
で

す
。で

も
今
は
、
あ
れ
は
だ
め
、
こ

れ
も
危
険
と
大
人
か
ら
言
わ
れ
、

子
ど
も
た
ち
は
、
何
で
遊
べ
ば
い

い
の
で
し
ょ
う
か
。
や
は
り
、
公

園
は
遊
具
が
あ
っ
て
、
子
ど
も
が

遊
ぶ
も
の
。
危
険
な
遊
び
を
す
る

子
ど
も
た
ち
が
い
た
ら
一
言
注
意

し
て
あ
げ
る
大
人
が
い
れ
ば
い
い

と
思
う
の
で
す
が
…
。

と
こ
ろ
で
、
前
記
の
公
園
の
、

表
土
の
入
れ
替
え
工
事
費
は
四
百

四
十
万
円
だ
そ
う
で
す
。
街
路
樹

は
一
年
間
に
十
本
ほ
ど
枯
れ
、
植

え
替
え
に
一
本
五
万
円
以
上
か
か

る
そ
う
で
す
。

緑
の
樹
木
は
、
生
活
に
安
ら
ぎ

～公園緑地課～

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
」
の
一

つ
で
あ
る
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ

イ
オ
レ
ン
ス
（
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー

な
ど
か
ら
の
暴
力
）
は
、「
殴
る
」

「
大
声
で
怒
鳴
る
」「
何
を
言
っ
て

も
無
視
す
る
」「
生
活
費
を
渡
さ

な
い
」「
望
ま
な
い
の
に
性
行
為

を
強
要
す
る
」
な
ど
女
性
の
意
に

反
し
て
身
体
や
心
を
傷
つ
け
る
行

為
を
い
い
ま
す
。

家
庭
の
中
で
起
こ
る
暴
力
は
、

「
彼
を
わ
か
っ
て
あ
げ
ら
れ
る
の

は
私
だ
け
」
と
相
手
を
思
い
や
る

気
持
ち
が
先
行
し
た
り
、「
自
分

に
も
悪
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で

は
」
と
い
う
思
い
や
、
相
談
さ
れ

た
家
族
や
親
戚
が
「
世
間
体
が
悪

い
」
な
ど
の
思
い
か
ら
女
性
の
声

を
ふ
さ
い
で
し
ま
っ
た
り
、
単
な

る
夫
婦
げ
ん
か
と
見
ら
れ
、
今
ま

で
あ
ま
り
問
題
視
さ
れ
て
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

昨
年
二
月
に
発
表
さ
れ
た
総
理

府
の
「
男
女
間
に
お
け
る
暴
力
に

関
す
る
調
査
」
で
は
、
約
二
十
人

に
一
人
の
女
性
が
命
の
危
険
を
感

じ
る
暴
力
を
受
け
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
調
査
で
家
族
や
友

人
に
相
談
し
た
人
が
多
か
っ
た
も

の
の
、
誰
に
も
相
談
し
な
か
っ
た

人
が
三
十
七
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
に

も
上
り
、
多
く
の
被
害
女
性
が
孤

立
し
て
い
る
姿
が
浮
か
ん
で
き
ま

す
。父

親
や
母
親
が
幼
児
や
児
童
に

暴
力
を
振
る
う
な
ど
、
子
ど
も
の

虐
待
が
社
会
問
題
と
し
て
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
背
景
に
は
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・

バ
イ
オ
レ
ン
ス
が
潜
ん
で
い
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
を
虐
待
し
て
い
る
母
親

の
話
か
ら
、
実
は
母
親
自
身
も
夫

か
ら
暴
力
を
振
る
わ
れ
て
い
た
と

い
う
例
が
数
多
く
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。

母
親
が
父
親
に
殴
ら
れ
る
場
面

を
見
て
育
つ
こ
と
は
、
子
ど
も
の

心
身
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま

す
。

暴
力
は
、
最
大
の
人
権
侵

害
で
あ
り
、
犯
罪
で
す
。

私
た
ち
は
、
身
の
回
り
で
起
き

て
い
る
暴
力
に
目
を
向
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

ttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttt

【
相
談
内
容
】

私
の
夫
は
、
蒸
発
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
あ
る
日
、
突
然
金
融
業
者
か

ら
夫
に
借
金
の
返
済
の
通
知
が
き
ま

し
た
。
私
は
、
夫
の
借
金
を
返
す
べ

き
な
の
で
し
ょ
う
か
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

夫
の
借
金
は
夫
だ
け
の
債
務
、
妻

の
借
金
は
妻
だ
け
の
債
務
で
、
互
い

に
関
係
は
あ
り
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
、
夫
の
借
金
の
た
め
に

妻
の
財
産
が
差
し
押
さ
え
ら
れ
た

り
、
妻
の
借
金
の
た
め
に
夫
の
財
産

が
競
売
さ
れ
た
り
、
と
い
う
恐
れ
は

な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
家
事
を
預
か
る
妻
が
食

料
品
や
衣
類
な
ど
を
買
っ
た
り
し
た

場
合
に
、
そ
れ
に
よ
っ
て
直
接
、
間

接
に
利
益
を
得
て
い
る
夫
が
、
自
分

が
買
っ
た
訳
で
は
な
い
か
ら
妻
の
代

金
支
払
債
務
に
つ
い
て
責
任
は
な
い

と
主
張
す
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
不
当

な
結
果
を
招
き
か
ね
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
民
法
は
「
夫
婦
の
一
方

が
日
常
の
家
事
に
関
し
て
第
三
者
と

法
律
行
為
を
し
た
と
き
は
、
他
の
一

方
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
債
務

に
つ
い
て
、
連
帯
し
て
そ
の
責
に
任

ず
る
」（
民
法
七
六
一
条
）
と
規
定

し
、
日
常
家
事
に
よ
っ
て
生
じ
た
債

務
の
連
帯
責
任
の
原
則
を
明
ら
か
に

し
て
い
ま
す
。

日
常
家
事
の
債
務
に
は
、
食
事
や

被
服
費
、
家
賃
や
光
熱
費
、
そ
の
他

お
よ
そ
結
婚
生
活
を
維
持
し
て
い
く

う
え
で
必
要
な
費
用
の
債
務
す
べ
て

が
入
り
ま
す
。
た
だ
、
高
級
衣
料
や

高
額
な
装
飾
品
な
ど
の
購
入
は
、
日

常
家
事
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

ご
相
談
の
借
金
が
、
ど
ん
な
趣
旨

の
も
の
か
、は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
が
、

も
し
、
生
活
費
に
あ
て
る
必
要
か
ら

借
り
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
こ

れ
は
日
常
家
事
債
務
に
含
ま
れ
る
と

解
さ
れ
ま
す
か
ら
、
あ
な
た
も
連
帯

責
任
を
負
う
べ
き
こ
と
に
な
り
ま

す
。
夫
が
蒸
発
し
て
現
実
に
共
同
生

活
を
し
て
い
な
い
た
め
、
連
帯
責
任

を
負
う
こ
と
に
つ
い
て
納
得
し
に
く

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
夫
が
生
活

費
を
渡
さ
な
い
場
合
に
、
妻
が
生
活

費
の
借
金
を
し
た
と
き
の
こ
と
を
考

え
る
と
、
こ
の
規
定
を
適
用
す
べ
き

だ
と
い
う
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
と
思

い
ま
す
。

蒸発してしまった夫の借金は…

原稿は直接
選者へお送
りください

俳句猫
柳
淡
き
流
れ
の
利
根
運
河
　
　
　
　
向
　
小
　
金
　
相
川
　
　
豊

利
根
運
河
春
は
空
か
ら
水
面
か
ら
　
　
　
　
加
　
　
　
広
瀬
　
弘
子

湿
原
の
水
の
眠
り
に
冬
日
濃
し

東
　
初
　
石
　
鈴
木
美
津
子

大
小
の
足
跡
つ
づ
く
雪
ま
ろ
げ
　
　
　
富
士
見
台

後
閑
　
達
雄

少
年
の
声
す
な
ほ
な
り
寒
稽
古
　
　
　
松
　
ケ
　
丘
　
皆
川
　
春
安

【
評
】
一
句
目
　
地
元
利
根
運
河
の
早
春
の
景
色
で
あ
る
。
十
分
な
量

と
も
見
え
ぬ
水
面
に
猫
柳
が
銀
鼠
の
光
彩
を
放
っ
て
如
何
に
も
春
の

水
辺
を
演
出
し
て
い
る
景
色
は
快
い
。
二
句
目
　
利
根
運
河
の
春
は

流
れ
の
み
な
ら
ず
、
空
か
ら
水
面
か
ら
も
訪
れ
る
。
ス
ケ
ッ
チ
風
の

際
や
か
な
絵
の
世
界
で
あ
る
。
三
句
目
　
冬
、
山
が
眠
る
よ
う
湿
原

も
ま
た
眠
り
の
表
情
を
湛
え
る
。
し
か
し
鏡
の
よ
う
な
表
に
冬
日
が

粲
と
し
か
も
定
か
に
濃
い
。
四
句
目
　
親
子
の
共
同
作
業
雪
ま
ろ
げ

を
転
が
す
風
景
画
。
大
き
く
膨
ら
ん
で
ゆ
く
雪
ま
ろ
げ
に
併
せ
て
雪

ダ
ル
マ
へ
の
夢
も
又
膨
ら
む
の
で
あ
る
。
五
句
目
　
少
年
の
少
年
ら

し
い
寒
稽
古
の
一
節
。
純
朴
な
声
に
気
合
が
こ
も
る
。

水
見
壽
男
　
選
　
（
流
山
市
東
深
井
865
‐
111
）

短歌ほ
の
ぼ
の
と
冬
の
牡
丹
を
見
や
る
間
も
上
野
の
森
の
カ
ラ
ス
騒
が
し

松
　
ケ
　
丘
　
寺
田
　
貞
吉

空
の
果
て
に
亡
き
父
の
住
む
国
あ
る
と
飛
行
機
雲
の
長
き
尾
を
追
う

若
　
葉
　
台
　
織
間
　
照
代

庭
先
の
小
枝
に
聞
こ
ゆ
る
鶯
の
す
が
た
探
せ
り
お
茶
飲
み
か
け
て

江
戸
川
台
西
　
若
松
ミ
チ
エ

【
評
】
寺
田
氏
　
今
を
盛
り
に
あ
で
や
か
な
大
輪
の
寒
牡
丹
、
寒
気
に
耐

え
な
が
ら
、
な
ん
と
な
く
温
か
く
心
地
よ
い
花
見
で
あ
る
。
魅
せ
ら
れ
て

の
瞬
間
、
非
常
の
カ
ラ
ス
に
上
野
の
山
を
占
領
さ
れ
、
た
だ
た
だ
騒
々
し

い
美
の
堪
能
も
さ
な
が
ら
、
環
境
問
題
を
提
起
す
る
の
で
は
。
織
間
氏

高
い
空
を
飛
ん
だ
あ
と
に
長
く
尾
を
引
い
て
現
れ
る
雲
、
遠
空
の
父
を
追

い
か
け
た
い
こ
の
尾
に
乗
っ
て
、
思
い
込
み
は
想
父
恋
で
あ
り
、
失
っ
て

は
な
ら
な
い
心
の
潤
沢
で
あ
る
。
若
松
氏
　
花
に
先
が
け
て
啼
く
春
告
鳥

に
飲
み
か
け
の
お
茶
を
や
め
て
鳥
を
追
う
作
者
、
春
が
来
た
よ
と
啼
く
鳥

に
会
い
た
い
心
、
具
体
が
働
い
て
読
者
に
訴
え
る
力
が
あ
り
よ
い
。

武
田
静
江
　
選
　
（
流
山
市
松
ケ
丘
４
‐
505
‐
90
）

詩

西
初
石
　
　
岡
田
正
五
郎

雪
姫
　

だ
れ
も
知
ら
な
い

行
く
雲
の
合
間
か
ら

純
白
の
衣
裳
を
ま
と
い

季
節
の
使
者
を
伴
れ
て

舞
い
降
り
て
き
た

雪
姫
よ

こ
こ
は

愚
か
な
人
間
世
界

清
ら
か
な
あ
な
た
の

安
住
の
地
で
は
な
い

だ
か
ら

太
陽
が
ほ
ほ
え
む
時
が
き
た
ら

や
さ
し
い
陽
炎
と
な
っ
て

来
た
道
を
帰
る
と
い
い

小
さ
な
春
が
待
っ
て
い
る
か
ら

宮
田
登
美
子
　
選
（
流
山
市
江
戸
川
台
西
４
‐
109
）

【評】雪を擬人化したことで物語めいた枠組みが
生まれ、それが面白さでもあり魅力にもなって
います。雪のもつ美しいイメージを人間社会と
対比しつつ、そこに春の訪れを持つ心（これも
作者が顔を出すことなく）を織り込んだ巧さが
感じられます。

わ
が
家
の
そ
ば
の
富
士
見
台
四

号
公
園
で
は
、
小
型
の
ブ
ル
ド
ー

ザ
ー
が
土
を
掘
り
返
し
て
い
る
。

表
土
が
固
ま
り
、
石
が
露
出
し
て

危
険
な
の
で
、
土
を
入
れ
替
え
る

そ
う
で
す
。
江
戸
川
台
十
五
号
公

園
で
は
、
高
所
作
業
車
で
、
枝
を

切
っ
て
い
ま
し
た
。

現
在
市
内
に
は
、
百
九
十
三
か

所
の
街
区
公
園
と
、
少
し
広
い
近

隣
公
園
・
地
区
公
園
・
運
動
公
園

な
ど
、
合
計
で
二
百
四
十
六
か
所
、

八
十
万
八
千
七
百
平
方
メ
ー
ト
ル

の
公
園
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
約

二
十
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
る

道
路
に
は
、
二
千
六
百
本
の
街
路

樹
が
夏
の
日
差
し
を
遮
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
管
理
し
て
い
る
の
が

公
園
緑
地
課
で
、
課
長
以
下
、
公

園
管
理
係
四
人
、
公
園
建
設
係
二

人
、
緑
化
推
進
係
三
人
の
合
計
十

人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
こ
の
課
で
頭
を
悩
ま
し

て
い
る
の
は
、
公
園
の
遊
具
で
す
。

こ
の
遊
具
が
遊
び
方
に
よ
っ
て
は

危
険
と
い
う
こ
と
で
、
取
り
外
し

た
公
園
も
あ
る
そ
う
で
す
。

ブ
ラ
ン
コ
・
滑
り
台
・
シ
ー
ソ

ー
・
鉄
棒
・
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
な

ど
、
遊
具
の
な
い
公
園
は
、
た
だ

の
空
き
地
だ
と
思
う
の
で
す
が

�50－6092
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遠い過去に思いを馳せて…
発掘調査速報展を開催中

3月3日の 桃の節句�を前に、赤城児童センターで、
おひなさまづくりが行われました。今回のひな人形
は、フィルムケースに千代紙を張って作るというも
の。参加した子どもたちは、先生やお母さんたちに
手伝ってもらいながら楽しそうに取り組んでいまし
た。そして、約1時間ほどでひな人形が完成。金色
の折り紙で作った屏風の前に、かわいいおひなさま
が、ちょこんと並びました。

日本人の主食である お米�にもっと親しんでもらおうと、房
総名物の太巻き寿司を作る教室が、市内3会場で主婦など90
人が参加して開かれました。かんぴょうや卵、山ごぼうなど
を巻いた寿司に包丁を入れると、「バラの花」や「かたつむり」
の色あざやかな絵柄が…。調理終了後には、お互いの「作品」
を見せ合い、談笑しながらの試食となりました。

「
発
掘
調
査
速
報
展
」
が
、
市
役
所
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

開
か
れ
、
訪
れ
た
市
民
は
、
展
示
さ
れ
た
遺
物
や
写
真
パ
ネ

ル
な
ど
を
見
て
、
遠
い
過
去
に
思
い
を
馳
せ
て
い
ま
す
。
展

示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
平
成
十
二
年
度
の
発
掘
調
査
で
出
土

し
た
旧
石
器
時
代
か
ら
近
世
ま
で
の
遺
物
な
ど
で
、
期
間
は

今
月
六
日
ま
で
。

仲

良

く

並

ん

だ

お

ひ

な

さ

ま

児
童
セ
ン
タ
ー
で
手
作
り
教
室

「
火
を
つ
け
た
　
あ
な
た
の
責

任
　
最
後
ま
で
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
、
春
の
全
国
火
災
予
防

運
動
が
、
き
ょ
う
一
日
か
ら
七
日

ま
で
全
国
一
斉
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

期
間
中
は
、
市
消
防
署
、
市
消
防

団
な
ど
が
、
火
災
予
防
を
呼
び
掛

け
ま
す
。

空
気
が
乾
燥
し
、
風
の
強
い
日

が
多
い
こ
の
季
節
は
、
火
災
が
多

く
発
生
し
や
す
い
状
況
で
す
。
昨

年
一
年
間
に
、
市
内
で
は
四
十
五

件
の
火
災
が
発
生
し
、
損
害
額
は

お
よ
そ
一
億
五
百
万
円
に
上
り
ま

し
た
。

火
災
の
原
因
と
し
て
は
、
放

火
・
放
火
の
疑
い
、
コ
ン
ロ
使
用

中
の
不
注
意
、
た
き
火
な
ど
が
上

位
を
占
め
ま
す
。

家
の
周
り
に
、
燃
え
や
す
い
も

の
を
置
か
な
い
、
火
か
ら
離
れ
る

と
き
は
、
必
ず
消
す
よ
う
心
が
け

る
な
ど
、
皆
さ
ん
も
日
ご
ろ
か
ら

火
の
取
り
扱
い
に
、
十
分
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

な
お
、
き
ょ
う
一
日
朝
七
時
に
、

こ
の
運
動
を
知
ら
せ
る
た
め
の
サ

イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

□問
消
防
本
部
予
防
消
防
課
�
58

―

０
１
１
９

火をつけた
あなたの責任

最後まで

３
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で

昨
年
１
年
間
で
約
１
億
円
が
灰
に
…
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春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
を
展
開

と
題
し
た
講
演
会
を
開
き
ま
す
。

▽
期
日
＝
３
月
10
日
�
▽
日

程
＝
開
場
13
時
30
分
、
上
映
14
時

〜
15
時
50
分
、
講
演
16
時
〜
17
時

▽
会
場
＝
文
化
会
館
▽
定
員
＝
１
０

０
０
人
▽
入
場
料
＝
無
料
▽
申
し
込

み
＝
電
話
で
文
化
会
館
へ

□問
文
化
会
館
�
58
―

３
４
６
２

泣
け
て
、
笑
え
て
、
元
気
に
な
れ

る
「
映
画
と
講
演
の
つ
ど
い
」
を
文

化
会
館
で
開
催
し
ま
す
。

上
映
す
る
映
画
は
、「
オ
サ
ム
の

朝
（
あ
し
た
）」。
坪
田
譲
治
文
学
賞

を
受
賞
し
た
森
詠
の
原
作
を
映
画
化

し
た
も
の
で
、
物
質
的
に
は
決
し
て

豊
か
と
は
言
え
な
か
っ
た
時
代
に
、

大
自
然
の
中
で
生
き
る
子
ど
も
た
ち

の
日
常
を
詩
情
あ
ふ
れ
る
ま
な
ざ
し

で
見
つ
め
た
作
品
で
す
。

ま
た
、
上
映
後
は
、
こ
の
作
品
の

監
督
で
、
本
市
出
身
者
で
も
あ
る
梶

間
俊
一
さ
ん
を
招
い
て
、「
映
画
『
オ

サ
ム
の
朝
』
に
描
く
遊
び
の
創
造
力
」

3月10日に文化会館で

映画と講演のつどい
監督招き講演も

申し込み 電話で東急観光柏支店�63－１６３１へ
問い合わせ コミュニティ課�50－６０７６

●日　　程 ①４月18日�～19日�
②４月23日�～24日�

●コ ー ス
１日目 文化会館前（7:00）－東部公民館前（7:15）－

南流山センター前（7:35）－江戸川台駅西口
千葉銀行前（7:55）－三春滝桜（花見）－アサ
ヒビール園（昼食）－ 相馬中村神社（見
学）－松川浦（見学）－相馬ユートピア（泊）

２日目 相馬ユ－トピア － 原町市立博物館（見学）
－小名浜（昼食・買い物）－流山（17:00）

●定　　員 40人（最少催行人員）
※原則として４人１室。３人以上のグルー
プの場合は、１室ご利用できます。ただし、
申し込み状況により変更になる場合あり

●申込締切 ３月14日�　定員になり次第締め切り
●企　　画 �流山相馬ふるさと振興公社
●後　　援 流山市
●主　　催 東急観光（運輸大臣登録一般旅行業第38号）

東北お花見ツアー

市民60歳以上
市民60歳未満
市 外 の 方

16,000円
16,500円
17,500円

＊料金（税込み、１泊４食）

春の自然と
料理を満喫

～バスで行く相馬ユートピア～

わかりやすい講演と楽しい漫才で
ご み 減 量 ・ リ サ イ ク ル を P R

二
月
十
日
、
文
化
会
館
で
、
ご
み
減
量
・
資
源
化
イ
ベ
ン
ト

が
開
か
れ
ま
し
た
。
第
一
部
の
ペ
ー
パ
ー
リ
サ
イ
ク
ル
講
演
会

で
は
、
古
紙
を
回
収
し
、
再
生
し
、
そ
し
て
そ
れ
を
使
う
こ
と

が
大
切
と
の
話
に
、
う
な
ず
き
な
が
ら
聴
く
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
一
方
、
第
二
部
の
ご
み
減
ら
し
漫
才
で
は
、
本
市
で
取
り

組
ん
で
い
る
ご
み
減
量
資
源
化
計
画
（
ケ
ロ
ク
ル
プ
ラ
ン
）
な

ど
具
体
的
な
取
り
組
み
を
交
え
た
楽
し
い
漫
才
に
、
会
場
は
笑

い
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

3
会
場
で
太
巻
き
寿
司
作
り

き

れ

い

に

で

き

た

か

な

？

入場無料

�

�


